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JASMINEは天の川銀河のバルジ、銀河面上の恒星の位置、年周視差、固有運動などといったアストロメトリー
パラメータを 10万分の 1秒角の精度で求める計画であるが、そのためには、CCD検出器上における星像中心位
置を高精度に測定する事が必要である。この高精度位置決定は JASMINE計画における位置天文観測に必要不可
欠な技術である。過去に、スペースでの位置天文観測をおこなったHipparcos衛星は光電管を用いており、CCD
による位置天文観測衛星は過去に例が無い。従って、CCDを用いての位置決定は JASMINEにおける最重要課
題のひとつである。

すでに過去の年会で、高精度の星像中心測定のための実験装置の開発、解析アルゴリズムの開発、得られたデー
タの解析について報告させていただいた。更に、光学系の収差のひとつである distortion による誤差を解析で取
り除けるかの報告をおこなった。

実際の JASMINEでは TDI(Time Delayed Integration)とよばれる手法でデータ取得する。これは検出器上を
移動する星像の速度にあわせて電荷の転送レートを同期させる事で、星像が伸ばされず、点像のまま電荷を積分
する手法である。地上実験装置にて、静止画像による実験とあわせて、TDIを用いた実験も並行して進めている。
ここでおこなった実験手法や解析結果、さらに TDI実験における問題点などを報告する。


